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1. 序 論

トリプ トフ ァー ンを初 め として2, 3の ア

ミノ酸 が 血液 形 成,就 中血色 素 形成 に関 与 し

て い る事 は明 らか で あ り,こ れ を実 証 す る幾

多 の実 験が 行 われ てい る.即 ち,ト リプ トフ

ァー ンが血 色素 形 成 に関 係 の あ る事 は 古 武教

授 門 下 の種 々の研 究 に よ り明 らか と され て い

る所 で,貧 血 に陥 つた 動 物 に トリプ トフ ァー

ンを 注射 す れ ば,そ の恢 復 の著 し く促 進 され

る事 を,平 沢14)が 成 熟 家 兎 につ い て,岡 川28)

が 犬 につ い て,辰 井37)が 海〓 に つ い て 夫々実

験 を行 い確認 して い る.辰 井37)は更 に トリプ

トフ ァー ンが 成 熟海 〓 の 血 毒性 貧血 時 に 増加

した赤 血 球網 繊 状物 質 の恢 復 を促進 せ しめ る

事 を認 め て お り,玉 田34)は トリプ トフ ァー ン

の フ ェニ ール ヒ ドラチ ン貧 血 家 兎の赤 血 球網

繊 状 物 質 及 び血 色素 の恢 復 に 及ぼ す 影響 を,

浜田8)9)10)は 白 鼠 に つ い て,ト リプ トフ ァー

ン投与の貧血恢復に及ぼす影響 を夫 々観察 し

ている.又 尾河27)は家兎について トリプ トフ

ァーン製剤の網状赤血球及びHb量 に対す る

影響を観察 し,鎌 田18)は同じ く家兎について,

トリプ トファー ンの瀉血貧血時のHb量,血

中鉄量の回復に及ぼす影響を観察 している.

トリプ トファー ン以外のア ミノ酸について も,

田村36)が各種ア ミノ酸 を家 兎に対 して皮下注

射 を行い,そ の赤血球数に及ぼす影響をみて

お り,本 間15)はア ミノ酸溶液の静注に より血

毒性並に瀉血貧血家兎の血球数, Hb量 に 及

ぼす影響 を,井 上17)は各種ア ミノ酸溶液の家

兎の血中鉄量に及ぼす影響 を夫 々観察 してい

る.血 中鉄量の増減はHbの 合成に関係が深

い と考え られ るから,こ れ らア ミノ酸の血 中

鉄 量に対す 影響は一考に価す るものであろ

う.榊 原31)はチスチン,チ ステインの白血球

増 加に及ぼす影響をみてお り,福 井16)は各種

ア ミノ酸の 白血球機能,即 ち,遊 走速度及び
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貪喰能 に及ぼす影響を観察 している.更 に原,

斧田11)は レ線 に よる白血球減少に対す るチス

チ ン製 剤の白血球 の再生能促進作用を認め て

い る.

各種ア ミノ酸の造 血作用に及ぼす影響以 外

に,組 織生長 に及ぼす影響に関する実験 も多

数み られ る.即 ち,宮 尾24)は鼠癌 の生長 につ

いて,牧 野22)は白鼠に発癌 させた腫瘍の発育

につ いて,夫 々各種 ア ミノ酸の影響をみてい

る.前 田等21)は動物飼育試験によつて トリプ

トファー ン,ヒ スチヂン等の生長促進作用 を

観察 している.

外国に於 ても, Sebrell32)が出血性貧血を惹

起 した幼若 白鼠に対 して蛋 白欠乏食 を与えて

おき,次 で之に必須ア ミノ酸 を添加投与して,

その添加の貧血恢復状態に対す る影響を観察

してお り, Hall等7)は 天竺鼠について実験 を

行 い或種のア ミノ酸 の欠乏が網状赤血球数の

減少 を惹起せ しめ ることを認めている.更 に

Borsook3)等 は放射性 ア ミノ酸 を利 用 して,

グロビン生成に利用 され るア ミノ酸の状態 を

観察 してお り,更 に家兎の網状赤血球は媒質

より種々のア ミノ酸 を摂取 して蛋 白質にin

corporateす る事を証明 している. Nizet等26)

は出血性貧血及び蛋 白欠乏食の投 与に よつて

貧血に陥 つた犬に就 て流血 中の網状赤血球 の

成熟に対 するア ミノ酸の影響をin vitroで 実

験 を行 つている.

以上の諸家の実験 よ り,ア ミノ酸が組織生

長に関与する所大で あ り,造 血機能に対して

は,特 に重要な る影響 を与える事がわか る.

然 しなが ら之等の実験は動物に対するア ミノ

酸投与の方法が,経 口或は注射に よるもので

あ り,又 その影響の判定は流血 中の赤血球数,

白血球数,網 状赤血球数或はHb量 の変化の測

定に よるものが殆んどである.造 血機能に対

す る影響 は,一 大造血臓器であ る骨髄 に於 て

著 しい ものがみ られ るであろ う事は明 らかで

あ るか ら,直 接骨髄 にア ミノ酸 を与えてその

影響を観察す る事は実に有意義な事であろ う.

かか る観点 よ りHays13)は 特殊の遠沈用試験

管を用 いて骨髄 の体外培養 を行い,網 状 赤血

球の消長に及ぼす トリプ トファーンの影響を

観察してお り,本 邦で も,小 池19)が ア ミノ酸

を欠如 させた媒質 の中で家兎 骨髄の液体培養

を行い, Hbの 消長 に及ぼすア ミノ酸の影響

をみてお り,又 骨髄生体外培養(被 覆培養)

に より直接骨髄機能に及ぼすア ミノ酸の影響

を観察してい るのは.教 室田村25),亘 理38),

角南33)に よる実験 のみである.然 し乍 ら,三

者の実験は白血球に対 する影響の観察であ り,

Hays13)は 網状赤血球のみに関 す る実験であ

り,小 池19)も 又Hbの 消長のみを観察 してお

り,赤 血球系細胞の消長 と, Hbの 消長 とを

同時に観察 している実験は之 をみない.従 つ

て私は家兎骨髄体外液体培養 を行 い,小 池の

実験 とは逆に各種 ア ミノ酸 を直接骨髄浮游液

に添加して,そ の赤血球数,有 核細胞数,網

状赤血球数, Hb量 の消長に対す る影響を観

察 して,次 の如 き成績 を得たので諸賢の批判

を仰 ぐものであ る.

2. 実験材料並に実験方法

1) 実験材料　 体 重1.5kg内 外の幼若家兎

の大腿骨,脛 骨 及び上腕骨骨髄 を用いる.

2) 実験方法

A) 細胞浮游液の作成

骨髄 を取 り出 し,之 をGey氏 第 一液に投

入 してホモゲナイズして骨髄細胞浮游液 を作

り,之 を遠心沈澱 し,上 澄を棄ててGey氏 第

一液をもつて猶数回洗滌遠 沈を繰返し
,出 来

た沈澱 を萄萄糖を含 まぬタ イロー ド液に入れ

て細胞浮游液を作 る.

B) 各種ア ミノ酸溶液の作成

小池氏の行つた全 卵に準 じた全ア ミノ酸の

混合割合(第1表 参照)に 従つ て,添 加する

各 ア ミノ酸の量を決定 した.即 ち,細 胞浮游

液の100cc中 に,上 記割 合で全 ア ミノ酸を混

合 したものの20%, 2%, 0.2%の 溶液100cc

中に当然含 まれ るべ き各ア ミノ酸個 々の量が

存 在する様に した.例 えば全卵の トリプ トフ

ァー ンは混合割 合が23%で あるからその20%

溶液中(100cc)に 含まれ るべ き量は

で あ る.従 つ て,細 胞 浮 游液2cc
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中には を添加すれば よ

い訳 で あ る.細 胞浮 游 液1.8ccに 対 して ア ミ

ノ酸 溶 液0.2ccを 添加 す る様 に した ので ,ト

リプ トフ ァー ンの 溶液 は タ イ ロー ド液20cc

に0.92gを 溶解 した もの を作 り,順 次 それ を

10倍, 100倍 に 稀釈 し,そ の各溶 液0.2ccを

細胞 浮 游液 に添 加 した.以 下他 の各 ア ミノ酸

も この例 にな らつ て溶 液 を作 成 した.但 し,

チ スチ ンは溶 解 し難 いの で チス チ ン製 剤 で あ

るパニ ール チ ンを 使用 した.又 グ リチル リチ

ン,チ ステ イ ン及 び グ リシ ンを含 む ミノフ ァ

ーゲ ンCを 用 い て その影 響 を も観 察 した .

第1表

C) 培 養 方法

ワー ル ブル グ検圧 計 用 の特 殊boottleに 細

胞浮 游 液1.8ccと 各濃 度 の 各 種ア ミノ酸 溶 液

0.2ccを 加 え た もの を入れ,之 を ワー ル ブル

グ検圧 計 に か け て振 盪 培 養 を行 う.

D) 赤血球,有 核細胞,網 状 赤血 球 及 び

Hb量 の測定

何れ も培養開始前及び培養開始 後3時 間毎

に9時 間 目迄測定を行 う.測 定方法は第一編

血清添加の際に行つた と同様 の方法に よつた.

以上の実験操作はすべ て無菌的に行 うこと

を必要 とす ることは云 うまで もない.

3. 実 験 成 績

1) フ ェ ニ ー ル ア ラ ニ ンの 添 加

(実 験 番 号Nr. 3, 4. 5, 6)(第2表 及 び

第1図 参 照)

r. 3

第1図　 フェニールアラニ ン添加

赤 血 球 増 加 率

有核 細 胞増 加率

網状赤血球増加率

Hb増 加 量

フ ェニ ー ル ア ラニ ン38mgを 添 加す る場合

には,赤 血球 数 は培 養 開 始 前の187000よ り培

養3時 間 後 に192000と や や増加 の傾向 を みせ

るが, 6時 間後 に は189000と 減 少 を示 し, 9
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時 間後 には168000と 減 少 著 し くな る.有 核

細 胞数 に於 て は培 養 前 の68000よ り3時 間後

57400, 6時 間 後, 9時 間 後 に 夫 々42300,

37500で 血 清 添加 の場合 と同 様 に減 少 の一 途

を辿 る.網 状 赤 血 球 は培 養 前 の41‰ よ り, 3, 

6, 9時 間後 に夫 々49‰, 54‰, 50‰ と変 化

す る. Hb量 は 培養 前 の395mg/dlよ り3時

間 後447mg/dlと や や増 加 を み る も, 6時 間

後 には395mg/dlで 旧 に復 し, 9時 間後 には

290mg/dlで 反 つ て減 少 を来 して い る.

第2表　 フ ェ ニ ー ル ア ラ ニ ン 添 加

次 で, 3.8mgを 添 加 した もので は 赤血 球数

は培 養 前の170000よ り3時 間後202000, 6時

間 後218000, 9時 間 後219000と 漸 増 の傾向 を

認 め,有 核細 胞 数 で は,培 養前 よ り3時 間毎

に 夫 々52400, 46000, 39000. 37600と 時間

の経 過 と共 に減 少 を 示 し てい る.網 状 赤 血球
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は培 養前 の40‰ よ り3時 間 後50‰, 6時 間 後

75‰, 9時 間 後43‰ で あ る.特 異 なの はHb

量 の変 化で あつ て培 養前 の395mg/dlよ り3

時間 後 に1225mg/dlと なつ て830mg/dlの 著

増を み, 6時 間後 に も980mg/dl, 9時 間 後

865mg/dlで 何れ も著 しい増加 を 示 して い る.

0.38mgの フ ェニー ルア ラニ ンを 添 加 す る

場 合に は,赤 血球数 の 増加 は培 養前 の208000

よ り3, 6, 9時 間後 に各 々236000, 237000, 

228000で 漸 増傾 向を 示 し,有 核 細 胞数 は減 少

の一途 を示 してい る.網 状赤 血球 数は 培養 前

の44‰ よ り3, 6, 9時 間 後各 々50‰, 69‰, 

53‰ を 示す. Hb量 は 培養 前の865mg/dlか ら

3時 間 後865mg/dlで 増減 な く, 6, 9時 間

後 に各 々865mg/dl, 740mg/dlで 漸 減 の傾 向

を 示 して い る.

対 照に リンゲ ル液 を加 え て培養 を 同時 に行

うが,之 では 赤血 球数 は培 養 前 よ り, 3時 間

毎 に夫 々200000, 250000, 256000, 254000と

漸 増,有 核 細胞 は81000, 76000, 74000, 70000

と漸減,網 状 赤 血球 は40‰, 50‰, 65‰, 56

‰ と変 化 し, Hb量 は 培 養 前 よ り順 次 に86

5mg/dl, 865mg/dl, 740mg/dl. 9時 間 後 に

740mg/dlと 減 少 の傾 向を 示す.

Nr. 4, 5. 6之 等 の例で も実験 成 績はNr. 3

の もの と略 々同様 の傾向 を 示 した.

以上 を綜 合 す る と フ ェニ ー ル ア ラ ニ ン

38mgの 添加は,赤 血球数の増加率に於 て も,

有核細胞の推移傾向において も,又 網状赤血

球の増加率に就 て も,何 れ も対照 より劣 り,

Hb量 のみが3時 間値でやや増 加 の傾向を 示

す. 3.8mgの 添加では赤血球数,有 核細胞数

の推移共に対照に近い傾向を とり網状赤血球

の増加率に至つては対照に殆ん ど等 しい値を

とる. Hb量 の増加は特に著明 で ある. 0.38

mgの 添加では赤 血球数 の増加は38mg添 加

よ り高値 を とるが猶対照に比して劣 り,有 核

細胞は略 々38mg添 加 と同様の値を とつて経

過す るも,網 状赤血球はその増加率38mg添

加 より劣る. Hb量 の増加は之をみなかつた.

従つて高濃度の38mg添 加ではやや細胞増生

を抑制 し,低 濃度の0.38mg添 加で も同様抑

制的にな るが,適 当な濃度3.8mg添 加では細

胞増生は対照 と略 々同様に行われ, Hb合 成

のみが驚 く程促進 され るもの と考えられる.

2) トリプ トフ ァー ンの添 加

(実 験 番 号Nr. 9, 10, 11, 12)(第3表

及び第2図 参 照)

Nr. 9

第2図　 トリプ トファーン添加

赤 血 球 増 加 率

有核 細胞 増加率

網状赤血球増加率

Hb増 加 量

トリプ トフ ァー ノ9.2mg添 加 の場合:赤

血球 数 は 培養 前 の188000よ り3時 間毎 に夫 々

130000, 147000, 126000と 減少 をみ た.有 核

細 胞数 に 於 て も培 養前 の71600か ら3時 間 毎

に57800, 35200, 36000と 減 少 をみ て い る.



1342　 岩 崎 一 郎

網 状 赤 血球は 培 養 前 の48‰ か ら3時 間 後60‰, 

6時 間 後69‰, 9時 間 後54‰ と増 加 し てい る. 

Hb量 は 培 養 前 の615mg/dlか ら3時 間後615

mg/dlで 変 化 な く, 6時 間, 9時 間 後 に何 れ

も500mg/dlを 示 した.

第3表　 ト リ プ ト フ ァ ー ン 添 加

トリプ トフ ァー ン0.92mg添 加 の 場 合:

赤 血 球 数 は培 養 前 の181000よ り, 3時 間 後

214000, 6時 間 後, 9時 間 後 夫 々213000, 

215000と な り対 照 に近 い増 加率 を 示 した.有

核 細 胞数 は培 養 前 の69000か ら3時 間 毎 に

65400, 48800, 46300と 減少 を示 し てい る.

網 状 赤 血球 は培 養 前 の57‰ か ら3時 間 毎に 夫

々90‰, 98‰, 77‰ となつ てい る . Hb量 は

培 養3時 間 後 に1225mg/dlを 示 し て培養 前 の

615mg/dlに 比べ て著 しい増 加 を来 してい る. 

6時 間, 9時 間値 は 何 れ も980mg/dlで あ つ



家兎骨髄体外液体培養に関する研究　 1343

た.

トリプ トフ ァー ン0.092mg添 加 の場 合:赤

血球 数は0.92mg添 加 時 には 劣 るが 或程 度 の

増加 をみ てい る.有 核 細 胞数 は 時 間 の経 過 と

共 に減少 をみ てい る. Hb量 は0.92mg添 加

と異 り,増 加を みず 培養 前 の865mg/dlよ り3

時 間後865mg/dlで, 6, 9時 間 後 に は 夫々

740mg/dlを 示 して減少 をみ て い る.

対照(リ ンゲル添 加):赤 血球数は培養前

及 び培 養 後3時 間 毎に夫 々182000, 220000, 

230000, 225000を 示 して トリプ トフ ァー ン添

加せ る もの の何 れ よ りも高 い増 加率 を示 して

い る.有 核 細胞 数 は培養 前 の70000よ り3時

間 毎 に夫 々の値69000, 64000, 60000を 示 し

て減少 を み る.網 状赤 血球 は培 養 前の45‰ よ

り夫 々60‰, 60‰, 58‰ と変 化 して い る. 

Hb量 は培 養 前の615mg/dlよ り, 3時 間値

615mg/dl, 6時 間値, 9時 間 値 夫 々 何 れ も

500mg/dlを 示 して増量 を み な い.

Nr. 10, 11, 12.何 れ も9.2mg添 加 では 赤

血 球数 の増 加 をみ ず, Hb量 の増量 もみ ない.

網状 赤血球 は0.92mg, 0.092mg添 加 の もの

よ り増加 率が 低値 で,有 核細 胞数 の変 化は 著

変 をみ な い. 0.92mg添 加 で はNr. 9と 略 々

同様 の結 果 を 示 し, Hb量 の増量 を特 異 とす

る. 0.092mg添 加 では 矢 張 りNr. 9と 同様,赤

血球 数 の増 加 率で は0.92mgの 添 加 の もの に

劣 るが,網 状 赤血 球で は之 と略 々同様 の増加

率 を示 し, Hb量 も3時 間 値 に於 て やや 増加

を み る もの もあ る(Nr. 11, 12).

即 ち,ト リプ トフ ァー ン9.2mgの 添 加 は

細胞 増 生, Hb合 成 を 抑制 し, 0.92mg添 加

では 細 胞増 生 は対照 に は劣 るが,相 当程 度 の

増生 が み られ, Hb量 の増 加 に 至つ て は著 し

い ものが あ る. 0.092mg添 加で は細 胞 増生 は

0.92mg添 加 の もの よ り更 に 劣 る も, Hb量 の

増加 が 僅か なが らみ られ る例 もあ る点 よ り, 

Hb合 成 に対 して はや や 促進 的 な傾 向 を有 す

る と考 え られ る.又, 0.92mg, 0.092mgの

添加 の 際 には 網状 赤 血球 の 増 加率 が対 照 よ り

相 当高 値 を示 す こ とは 注 目に値 す る.

3) ヒス チ ヂ ンの添 加

(実 験 番号Nr. 13, 14, 15, 16)(第3図

及び第4表 参照)

r. 13

第3図　 ヒス チヂン添加

赤 血 球 増 加 率

有核細 胞増加 率

網状赤血球増加率

Hb増 加 量

1.6mg添 加 の場合:赤 血 球 数 は 培 養 前

200000を 数 えた もの が 培 養開始 後3時 間 毎 に

259000, 260000, 277000と 増 加 を 示 し,有 核

細 胞数 も培 養 前の40800よ り3時 間 後に52600, 

6時 間 後, 9時 間後 に 夫 々39600, 45500と 増

加傾 向 を僅 か なが ら示 した.網 状 赤 血球 は培

養 前 の35‰ よ り3時 間毎 に 夫 々85‰, 95‰, 

38‰ と変 化 した. Hb量 は培 養 前の980mg/dl

よ り, 3時 間後 に1225mg/dl, 6時 間 後1162
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mg/dl, 9時 間 後980mg/dlと 増 加 を 示 した.

第4表　 ヒ ス チ ヂ ン 添 加

0.16mg添 加 の場 合:赤 血 球 数 は培 養 前 よ

り3時 間 毎 に230000, 265000, 267000, 239000

と増 加 を示 す.増 加 率は1.6mg添 加 の場 合 よ

りや や劣 る程 度 であ る.有 核細 胞 数 は1.6mg

添 加 時 と同 様 に3時 間 後 にや や増 加 の傾 向 を

み て い る. 6時 間 値, 9時 間値 では 減少 を 来

した.網 状 赤血 球 数 は 培養 前 の41‰ よ り, 3

時 間 毎 に64‰, 79‰, 52‰ と変化 し, Hb量

は3時 間 値 で は変 化 を み な いが6時 間 値 で

1225mg/dlと 約245mg/dlの 増量 をみた . 9

時 間値 は 再 び865mg/dlと なつ て115mg/dlの

減 少 をみ た.

0.016mg添 加の場合:赤 血球数は0.16mg

添加時 と略々同様 の増加を示 し,有 核細胞数

は3時 間値 に於 ても増加 をみなかつた.網 状
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赤血球数の変化には特別な ものを見ず, 1.6mg, 

0.16mg添 加時 と略々同様の変化 を 示 した.

Hb量 は3時 間値に於 ても, 6時 間値 に於 て

も増量を示す ことな く減少の一途を辿つた.

対照:赤 血球数 の増加率は ヒスチヂン添加

の何れのものよ りやや高値を示し,有 核細胞

数 も増加の傾向が著 しかつた.網 状赤血球数

の変化については特別な所見を み な い. Hb

量 は6時 間値にて約58mg/dlの 増加をみてい

る.

Nr. 14, 15, 16

何 れ の例 で も各 濃 度の ヒスチ ヂ ン添 加に よ

る変化 は,赤 血 球数,網 状 赤 血 球数, Hb量

の 変化 はNr. 13と 略 々 同様 の結果 を得 た.又,

有 核細 胞数 もNr. 16の 培 養 前の35600よ り3

時 間 後に30000, 6時 間後, 9時 間後 に夫 々

29500, 28000と 減 少 をみ た例 の 他 は 何 れ も

Nr. 13と 同様 に大 な り小 な り増 加 の傾 向を 示

した.

即 ち,ヒ スチ ヂ ンの添 加 は1.6mg, 0.16mg, 

0.016mg何 れ の添 加で も赤 血 球増 生,網 状 赤

血 球 の増 加率 には 大 差 をみ ず, Hb量 の増 量

のみが1.6mg, 0.16mg添 加 で促進 され てい

る.之 は1.6mgの 添 加 で特 に著 しい ものが あ

る.有 核細 胞 の増 加 が3時 間値 にお い てみ ら

れ,之 は対 照 よ りも低 値 を 示す もの で はあ る

が,他 の ア ミノ酸 の添 加実 験 で は殆 ん ど認 め

られ な い点 よ りみ れば,本 ア ミノ酸 の 白血球

系細胞 に対 す る影響 に も一 考 を要 す る と思 え

る.

4) l-メ チ オニ ンの添 加

(実 験番 号Nr. 17, 18, 19, 20)(第4図

及 び 第5表 参 照)

Nr, 17

24.8mg添 加の場合:本 例に於 ては,対 照

では赤血球の増 加 をみ るに も不拘,l-メ チオ

ニン添加に よつ て反つて赤血球は減少を来 し,

培養前の173000よ り3時 間後に171000と な

り,以 下時間の経過 と共に減少 して行つた.

有核細胞数 も増加はみ られなかつた.網 状赤

血球は対照 よ りやや 増加率が大 で あ る. Hb

量は増量す ることな く,時 間的に減少を来 し

た.

2.48mg添 加 の場合: 24.8mg添 加 と同 様

に 赤血 球数 は増 加 す る こ とな く減少 す る一方

で あつ た.即 ち,培 養 前 の162000よ り3時 間

後 に既 に156000と 約4%の 減 少 を示 し, 6時

間 後, 9時 間 後 に夫 々130000, 127000と なつ

た.有 核細 胞 に つ いて は特 別 の 変化 な く,時

間 の経 過 と共 に減 少 を 示 した.網 状 赤血 球 は

対照 に 比 し増 加著 明 で あ る.即 ち,対 照 で6

時 間後 に 約30%の 増 加 を示 す の に, 2.48mg

添 加 に よ り約66%の 増 加 を示 した. Hb量 の

増 加 は認 め なかつ た.

第4図　 l-メ チオニ ン添加

赤 血 球 増 加 率

有核細 胞 増加率

網状赤血球増加率

Hb増 加 量

0.248mg添 加 の場 合:赤 血 球数 は3時 間 後

に培 養 前 の181000よ り187000と 僅 か の増加
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を示す.有 核細胞,網 状赤血球の数的な推移

は対照 と略々同様な傾向を示 した. Hb量 の

増加は認めない.

第5表　 l-メ チ オ ニ ン 添 加

Nr. 18, 19, 20

之等の例では何れ も,ど の濃度の メチオニ

ン添加に よつて も赤血球数は増加を示 したが,

その増加率は対照 よ りも低値を示 してい る.

有核細胞の増減はNr. 17の 場合 と略 々同様 の

成績を得た.網 状赤血球については何れの例

で も, 2.48mg添 加時にその増加率が対照 よ

りやや高値を とる. Hb量 は増加は 全然認め

なかつた.全 般的にみてl-メ チオニ ンはやや

細胞増生に対 して抑制的な観がある.

5) チ ス テ イ ンの添 加

(実 験 番号Nr. 22, 23, 24, 25)(第5図

及 び第6表 参 照)
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第5図　 チステイン添加

赤 血 球 増 加 率

有 核 細胞増加率

網状赤血球増加率

Hb増 加 量

r. 22

14.4mg添 加 の場 合:赤 血球 増 加 率 は 培

養前 の130000よ り3時 間毎 に夫 々152000, 

148000, 145000と 増 加 して いつ たが,対 照 の

培 養 前133000よ り3時 間 後180000, 6時 間後

182000と 大 体40%内 外 の増 加 を示 した もの に

比べ る とか な り之 に劣 つ てい る.有 核 細 胞数

の変 化 は対 照 と余 り差 が な い.網 状 赤 血球 の

変化 も対照 と略 々 同様 の 成績 を示す. Hb量

にお い て は増 加 は全 然 み られ なか つた. 3時

間 に して既 に220mg/dlの 減 少 を 示 し て い

る.

1.44mg添 加 の 場 合:赤 血 球数 は 培養 開始

前 の126000よ り3時 間 後 に177000と 略 々40

%の 増加 を 示 し て対照 に 近 いけ れ ど も,対 照

例 では6時 間 後, 9時 間後 に も36.8%, 31.5

%と 高 い増加 率 を示 して い るの に,本 例 で は

6時 間 後 に は149000, 9時 間後 に は137000と

18%, 8.7%の 低 い増 加 率 となつ てい る.有

核 細 胞,網 状赤 血 球 の変 化 は 大体 対照 に よ く

似 た成 績 を 示 した. Hb量 につ い て は増 加 を

み る こ とは なか つ た.

0.144mg添 加の場合:赤 血球増加率は1.44

mg添 加 より更に劣 る.有 核細胞,網 状 赤 血

球の変化 は他 の濃度の添加時 と略々同様の結

果 を示 し,対 照 と大差がない.

Nr. 23, 24, 25

どの例で も大体Nr. 22と 同様の成績を得た.

即ち,何 れの濃度の添加で も赤血球増加 率は

対照 より劣るが,中 では1.44mg添 加 の場合

が最 も増加率が高 い.他 の有核細胞,網 状赤

血球の変化に就ては特記すべ きものな く,大

体対照 と似た成績を示す. Hb量 の増加は何

れの場合に もみ られ なかつた.

6) dl-ヴ ァ リン の 添 加

(実 験 番 号Nr. 26, 27, 28, 29)(第6図

及 び第7表 参 照)

Nr. 26

44mg添 加の場合:赤 血球数は培養開始 前

の150000よ り3時 間毎に夫 々169000, 173000, 

157000と な り,大 体対照 と略 々同程度の増加

をみ る.有 核細胞は減少をみるが,之 も大体

対照 と同程度の値を示す.網 状赤血球の増加

もその傾向は大体対照に似ているが,ヴ ァリ

ン添加の方が低値 である. Hb量 の増加はな

い.

4.4mg添 加 の場合:赤 血球数,網 状赤血球

数の増加につい ては対照及び44mg添 加時 と

同様の成績を示 したが,有 核細胞の減少が他

の もの よ り著 し く,逆 にHb量 は3時 間値 で

約365mg/dlの 増加をみた.然 しなが ら6時

間後には290mg/dlと な つ て培養開始前 の

500mg/dlよ り減少を示 している.

0.44mg添 加 の 場合:赤 血球 数,網 状 赤血
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球数 の変 化 に つ いて は他 の 濃 度 の ヴ ァ リン添

加 時 と同様 で あ るが,有 核 細胞 のみ は3時 間

後, 6時 間 後 に夫 々培養 開始 前 の40200よ り

47400, 43000と 増加 を 示 して い る. Hb量 も

4.4mgの 添 加 時 と 同様 に3時 間 値 で 約135

mg/dlの 増量 をみ るも, 6時 間後, 9時 間後

には夫々培養開始前 に比べて約220mg/dlの

減少をみている.

第6表　 チ ス テ イ ン 添 加

Nr. 27

大体Nr. 26に 同 じの成 績 を得 た が, 0.44mg

添加 で3時 間値 で 約115mg/dlのHb量 の増

加 をみ た.

Nr. 28, 29

何 れ も0.44mg添 加 でHb量 が3時 間値 で 約

100mg/dlの 増量 あ り, 4.4mg添 加 で も 約1

00mg/dlの 増量 を みた.
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第7表　 dlヴ ァ リ ン 添 加

ヴ ァ リンの添 加 で は, 4.4mg及 び0.44mg

添 加 で3時 間 後にHb量 の増 加 をみ る.

7) ロ イチ ンの 添加

(実 験 番 号Nr. 30, 31, 32, 33)(第7図

及 び第8表 参照)

Nr. 30

55.2mg添 加の場合:赤 血球増加率,有 核

細胞増加率,網 状赤血球増加率は対照 と大差

な く, Hb量 の増 加 もみ られ なか つた.

5.52mg添 加 の場 合: 55.2mg添 加 時 と略 々

同様 の成 績 を示 す. Hb量 の 増量 は認 め な い.

0.552mg添 加の場合:赤 血球数.有 核細胞

数,網 状赤血球数, Hb量 の変化何れ も対照

と有意の差を認めない.

Nr. 31, 32, 33

何 れ もNr. 30と 略 々同 様 の結 果 を得 た.
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第6図　 dl-ヴ ァ リン添 加

赤 血 球 増 加 率

有核細胞増加率

網状赤血球増加率

Hb増 加 量

ロイチンの添加は細胞増生に も, Hb合 成

に も大 した影響を与えない ものの様である.

8) イソ ロ イチ ンの添 加

(実 験 番 号Nr. 34, 35, 36, 37)(第8図

及 び 第9表 参 照)

r. 34

48mg添 加 の場 合:赤 血 球 の増 加 は培養 前

の150000よ り3時 間 後 に165000, 6, 9時 間

後 に 夫 々163000, 159000と な り,対 照 の

147000か ら185000, 182000, 160000と 変化

した の に 比 し,増 加 率 が やや 劣 る.有 核 細 胞

数,網 状 赤血 球 数 の変 化 に は,対 照 と殆 ん ど

差 を 認 め なか つ た. Hb量 の増 加 は認 め なか

つ た.

4.8mg添 加の場合:赤 血球増加率は培養前

の143000か ら3時 間毎に178000 , 177000, 

169000と な り,略 々対照 と同程度の増加率を

示 している.有 核細胞 の変化は特別 な ものを

みない.網 状赤血球数 は増加 率がやや対照 よ

り高値 であつた. Hb量 の増加は認めない.

0.48mg添 加の場合:赤 血球は48mg添 加

時 と同様に対照 よ りやや劣つた増加率を示す.

有核細胞数の変化 及び網状赤血球数の変化に

は対照 と殆ん ど差 を認めない. Hb量 の増加

は認めなかった.

r. 35, 36, 37

第7図　 ロ イ チ ン 添 加

赤 血 球 増 加 率

有 核細胞 増加率

網状赤血球増加率

Hb増 加 量

大 体Nr. 34と 同 様 の結 果 を 得 た.即 ち,赤

血 球増 加率 は48mg及 び0.48mg添 加 で は対
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照 よ り劣 り, 4.8mg添 加で対照 と略々同程度

の増加をみる.他 の有核細胞,網 状赤血球,

Hb量 の変化 には特記すべき ものを みない.

第8表　 ロ イ チ ン 添 加

9) パ ニ ール チ ンの添 加

(実 験番 号Nr. 39, 40, 41, 42)(第9図

及 び第10表 参照)

チスチ ンが溶解 し難い為にチスチ ン製剤の

パニールチ ンを使用 した.そ の中に含 まれ る

チ スチ ンの量 が200γ, 20γ, 2γに な る様 に添

加 した.

Nr. 39

200γ 添 加 の場 合:赤 血 球数 は培 養 開始 前

に186000を 数 え るが, 3時 間後 に149000と 約

20%の 減 少 を示 し, 6時 間 後, 9時 間後 に夫

々106000, 136000を 示 して 増加 は全 然 認 め な

か つ た.有 核 細 胞数 も減 少 を示 す.網 状 赤血
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球の増加は対照 と大差をみない. Hb量 の増

加 も認 めない.

第9表　 イ ソ ロ イ チ ン 添 加

20γ 添 加 の場 合　 赤血 球 数 は培 養 前155000

を数 え3時 間毎 に190000, 217000, 169000と

な りか な りの増 加 率 を示 し,対 照 よ り高 値 で

あ る. Hb量 は 増 加 をみ な い.

2γ添加の場合:赤 血球数の増加は対照 と

大差をみない.有 核細胞,網 状 赤 血球, Hb

量 の変化 も対照 と略 々同様 の成績を示 した.

Nr. 40, 41, 42

何れの例で も有核細胞,網 状赤血球, Hb

量の変化は対照 と略々同様の成績を示す.赤

血球数は200γの添加では各例 とも増加をみず,

減 少を示 し, 20γ 添加では対照 よりも増加率

は高値 であった.
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第8図　 イ ソロイチン添加

赤 血 球 増 加 率

有核 細 胞増加率

網状赤血球増加率

Hb増 加 量

10) ミノフ ァーゲ ンCの 添加

(実 験 番 号Nr. 43, 44, 45, 46)(第10

図 及 び第11表 参照)

グ リチ ル リチ ン0.2%,チ ス テ イ ン0 .1%,

グ リチ ン2.0%を 含 む ミノフ ァーゲ ンCの 原

液 及 び10倍, 100倍, 1000倍 液 の添 加 を行 つ

た.

第9図　 パニール チン添加

赤 血 球 増 加 率

有核 細胞増 加率

網状赤血球増加率

Hb増 加 量

第10図　 ミ ノ フ ァ ー ゲ ンC添 加

赤血 球増 加率 有核 細胞 増加 率
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網状赤血球増加率 Hb増 加 量

第10表　 パ ニ ー ル チ ン 添 加
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第11表　 ミ ノ フ ア ー ゲ ンC添 加
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Nr. 43

原液添加の場合:赤 血球数は培養前145000

よ り3時 間後に86000と 約40%の 減少をみた.

有核細胞数, Hb量 の変化には特別 な もの

をみず,網 状赤血球のみは対照の約2倍 に及

ぶ位 の著 しい増加 率を示 した.

10倍 液添加の場合:赤 血球数,有 核細胞数,

網状赤血球数及びHb量 何れ も対照 と略 々同

傾向の変化 を示す も,赤 血球増加率は対照 よ

り低値 を と り,網 状赤血球増加率は対照 よ り

も高値 であ る.

100倍 液添 加の場合:赤 血球増加率は対照

にやや劣 る程度であ る.網 状 赤血球は非常 に

3時 間値 で高い増加率を示 した.有 核細胞, 

Hb量 の変化は対照 と大 差な く, Hb量 の増

加 は認めない.

1000倍 液添加の場合:赤 血球増加率は対照

よ りかな り劣 る.網 状赤血球の増加率は対照

に比 し著 し く高値を とる.

Nr. 44, 45, 46

各例共に原液の添加では赤血球数,有 核細

胞数 は3時 間値で激減を来 し,之 に反 して網

状赤血球数の激増をみた. Hb量 も減少量が

他 の濃度の添加に比 し著 しかつた. 10倍, 100

倍, 1000倍 液の添加では大体対照 と似 た値を

と り有意の影響を認めなかつた.

4. 総 括 並 に 考 按

家兎骨髄の体外液体培養を行い,之 に各種

ア ミノ酸を添加 し,そ の赤血球増生,有 核細

胞増生,網 状赤血球数の変化, Hb合 成に 及

ぼす影響を観察 した所次の如 くであ る.

1) フェニールア ラニ ン

3.8mgの 添加で著 しいHb量 の増加を来 す.

一般 に各濃度の添 加で,何 れ も赤血球増加は

対照 よ り劣 り,有 核細胞は減少を来 し,網 状

赤血球 は対照 よ り増加率やや大である.

2) トリプ トフ ァー ン

0.92mgの 添 加 で著 しいHb量 の増 加 を認 め

た.赤 血 球 の増 加 は対 照 よ り劣 り,有 核 細 胞

は減 少 を示 し,網 状赤 血 球 は0.92mg, 0.092mg

の添 加 で対 照 に 比 し著 しい 増加 を 認 めた.

3) ヒスチヂン

0.16mg, 0.016mgの 添加で何れ もか な りの

Hb量 の増 加を認む.赤 血球増加率は対照 よ

り劣 り,他 の有核 細胞,網 状赤血球の変化に

は有意の差 を認めないが,前 者 に僅 かの増加

がみ られ る.

4) l-メチ オニ ン

赤血球増加は対照 よ り悪 く,網 状赤血球は

2.48mgの 添加で対照に比 しかな り高い増

加率を示す. Hb量 の増加は認めない.

5) チステ イン

赤血球の増加は何れの濃度で も対照 よ り劣

り,他 では対照 と余 り差 を認めない. Hb量

の増加 はない.

6) dl-ヴ ァ リン

赤血 球,有 核 細 胞,網 状 赤 血球 に は 対照 と

著変 を み な いが, 4.4mg, 0.44mg添 加 でHb

量 のか な りの増 加 を認 む.

7) ロイチン

赤血球,有 核細胞,網 状赤血球, Hb量 の

変化何 れ も対照 よりやや劣つた値 を とる. Hb

量の増加は認めなかつた.

8) イ ソロイチ ン

何等 の影響 もみ られず,各 濃度 ともその添

加に より対照 よ りやや 劣 つた 値 を示 す. Hb

の増量 はみない.

9) パニールチ ン

200γ の添加は赤 血球数の激減 とHb量 の激

減を来す.之 は溶血を起す為であろう. 20γ

添加では赤血球増加は対照 よ り高値 を示 し,

網状赤血球 も増加率大であ る. Hb量 の増加

は認めない.

10)ミ ノファーゲ ンC

原液 の添加は溶 血を惹起 し, 10倍 液 の添加

で略々対照 と同程度の赤血球増加率を示 し,

他の濃度の ものの添加では対照 よ り劣 る. Hb

量の増加は之を認めない.

教 室 亘理38),角 南33)の 家 兎骨髄 体 外 培養 に

よ る,白 血 球 系細 胞 に 及ぼ す ア ミ ノ酸 の影 響

をみ た実 験 に よれ ば,フ ェニー ル ア ラニ ン,

トリプ トフ ァー ン,ヴ ァ リン,ロ イチ ン,イ

ソ ロイチ ン,パ ニ ール チ ン,ミ ノフ ァーゲ ン

C添 加 で は何等 の影 響 な く,ヒ ス チ ヂ ンでは
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比較成長価大 とな り,偽 好酸球遊走速度 も促

進 され,墨 粒貪喰能 も亢進 した.又,チ ステ

インでは比較成長価が著明に増大 した.メ チ

オニ ンでは抑制的結果を得た.液 体培養にお

いて もメチオニ ンは抑制的に作用す る如 き成

績 を得ている.之 に加 うるに,福 井16)の行つ

た各種 ア ミノ酸の白血球機能に及ぼす影響の

観察結果に よれ ば,グ リチ ンは著明に遊走速

度を亢進 させ,ロ イチン,イ ソロイチ ンは中

等度の亢進 を示 し,ヒ スチヂン,フ ェニール

アラニンは亢進軽度でdl-メ チオニ ン, l-ヴ

ァリンは著明に機能を低下せ しめ, l-ト リプ

トフ ァー ンで 中等 度低下, l-チ ス チ ン, l-グ

ル タ ミン酸 で低 下 傾向 をみ てお り,貪 喰能 に

つ い ては, l-ヴ ァ リンは 著 明 に 之 を 亢 進 さ

せ, l-イ ソロ イチ ンで 中等 度亢 進 を み る も, 

l-ヒ スチ ヂ ン, l-チ ス チ ンで は低 下 の傾向 を

認 め,フ ェニ ール ア ラニ ン, l-グ ル タ ミン, 

dl-メ チ オニ ンで は影響 を認 め てい ない.又, 

原,斧 田11)は レ線 に よる白血 球減少 に 対 して

チス チ ンが 白血 球 の再 生能 を促進 す る ことを

認 め て い る.以 上 よ りす れ ば チステ イ ン,ヒ

ス チ ヂ ンが 白血球 系細胞 に対 しては 増血 作 用

を有 す る ことが 明 らかで あ る.然 して メチ オ

ニ ンは白血球系細胞機能に対 して抑制的に働

き,同 時に赤血球系細胞増生に も抑制作 用の

あることが判る.赤 血球系細胞に対 しては,先

ず古武教授門下の一連の研究が示す如 く,ト

リプ トファーンが明 らかに増血作用を有 しそ

の作用は特にHb形 成を促進 す る如 くであ る.

即ち,平 沢14)が家兎で,岡 川28)が犬につ いて,

辰井が海〓 を使用 して夫 々 トリプ トファー ン

の貧血恢復作 用を実証 し,玉 田34),尾 河27)は

何れ も家兎につ き,浜 田8)9)10)は 白鼠につい

て トリプ トファーン投与がHb量 の増加を来

す ことを認めてい る.私 の実験成績に於 て も

フェニール アラニン,ヒ スチヂンと共に,ト

リプ トファーンの添加がHbの 増加を来す こ

とを示 してお り,前 記諸実験 と同様その増 血

作用,特 にHb形 成促進作用の存在は疑い 無

い.然 しなが ら私の実験 で は トリプ トフ ァ

ー ン0 .92mg添 加に よ りHb形 成が促進 され,

同時に網状赤血球の増加 を認めてい るに も不

拘,赤 血球数の増加が対照の成績以上に出な

い事実がある.之 は赤血球系有核細胞の成熟

が トリプ トファー ン投与に より促進 されて,

Hb形 成が進み幼若網状赤血球の段階に まで

来てはい るが培養時間が短 い為に成熟赤血球

に まで到達 し得ない為ではないか と考え られ

る.尾 河27)も家兎に トリプ トファー ン製剤を

用いて網状赤血球の 増加 と, Hb量 の増加を

認めているが,赤 血球増加は認めていない.

又 トリプ トファー ン0.92mg添 加に よりHb

の増量を認め るにも不拘, 9.2mg添 加では増

量を認めない点 より,添 加 され る トリプ トフ

ァー ンの濃度がHb形 成 に影響す るのではな

いか と思え る.こ の点については,浜 田8)9)10)

が白鼠について行つた実験で,ト リプ トファ

ーン投与によ り貧 血が恢 復 し,そ の適量を投

与すればHb量 は上昇す るが,大 量に注射す

る時 は トリプ トファーン代 謝 異常 を 来 して

Hb形 成が反 つて抑制 され ると述べている事

が或程度の説明にな るのではないか と思 える.

以上 の実験 の他 にAlbanese1), Harris12)等 も

トリプ トフ ァー ンがHb形 成 に欠 く事 が 出来

な い 事 を認 め て お り,小 池19)も 家 兎 骨髄 の 液

体培 養 に よ り トリプ トフ ァー ンガ欠 如す る と

Hb形 成 が行 わ れ な い事 を認 め て い る.即 ち,

トリプ トフ ァー ンは 赤 血球 系 増血 作 用 を 有す

る事 が 明 らかで,そ の作 用は 主 としてHb形 成

作 用 で あ る.ト リプ トフ ァー ン の他 に私 の実

験 に於 て,フ ェニ ー ル ア ラニ ン,ヒ ス チヂ ン,

ヴ ァ リンがHb合 成 の 促進 著 しい もの が あ る

が,小 池19)の 実 験 で も フ ェニ ー ル ア ラニ ン,ヒ

スチ ヂ ン両 者 の欠 如 はHb合 成 の 停 止 を み

てお り, Hall7)等 も天 竺 鼠に ア ミノ酸 欠 乏 食

を 与 えて 実験 し,フ ェニ ー ル ア ラニ ン,ヴ ァ

リン,イ ソロ イチ ン欠 乏 が網 状 赤 血球 の 減少

を来 す と述 べ て お り,又Sebrell32)も 幼若 白鼠

につ い て実 験 を行 い,ヴ ァ リン,ヒ ス チ ヂ ンの

欠 乏が 血 球形 成 の障 碍 を惹起 す る と述 べ て い

る.即 ち,フ ェニ ール ア ラニ ン,ヒ ス チ ヂ ン,ヴ

ァ リンに も赤 血 球系 増 血作 用が あ り,特 に そ
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れは トリプ トファー ンと同様 にHb合 成作用

であ ることがわか る.又,ト リプ トファー ン

添加時 と同様に之等 ア ミノ酸 の添 加によつて

も網状赤血球は対照 よ りやや増加が多 くな り,

赤血球数の増加は対照以上に 出ない結果を得

た事は,之 等の ア ミノ酸においても,そ の幼

若赤血球の成熟促進は網状赤血球の段階 まで

であろ うと云 う事が推察 出来 る.又,濃 度に

よ りHb形 成に差 のあ る点 も トリプ トファー

ン と同様であ る.チ ステ イン,ロ イチン,イ

ソロイチ ンについては何れ も私の実験 に於 て

も,小 池 の実験成績に よつて もHb合 成,赤

血球系増血に余 り関係のない事が明 らかであ

る.パ ニールチ ン,ミ ノファーゲ ンCに は増

血作用 に対す る影響は認め られないが,之 等

の高濃度 のものの添加で網状赤血球の著増 を

みているが,こ れは赤血球が全然増加せず,

反 つ て著 しい減 少 を み てい る点 よ り,溶 血の

為 に老 化 赤 血球 の急 速 な増 加 を来 し,そ の為

に網 状 赤 血 球 の増 加 を来 した もの と考 え られ

る.即 ち,ト リプ トフ ァー ン,フ ェニ ー ル ア

ラニ ン,ヒ スチ ヂ ン等 のHb合 成 促 進 の み ら

れ る もので 増加 す る 網状 赤血 球はNaegeli25), 

Robertston30),尼 子2)等 の云 う如 く増 血促進

に よ る新生 的 意 義 を有 す る網 状物 質 の 増加が

大部 分 を 占め るもの で,パ ニ ール チ ン,ミ ノ

フ ァーゲ ンCの 高濃 度溶 液 添 加で 現 われ る網

状 赤 血 球 の増 加 は, Fliesinger5), Chaufard4), 

Nictal等 の云 う如 く,赤 血球退行機 転に よつ

て生 じた網状物質の増加が大部分 と考えられ

る. l-メ チオニ ンについては私の実験成績で

は,か な り赤血球系増血に対 して抑制的な結

果を得 てお り,小 池 もメチオニンは必ず しも

直接増血に関与 しない と述べている.

以上 よ り或種 ア ミノ酸は赤血球系増血作用

を有 し,そ の作 用は主 としてHb生 成作用で,

赤血球,網 状赤血球に及ぼす影響は少い事が

明か となつた.即 ち,フ ェニール アラニン,

トリプ トフ ァー ン,ヒ スチヂンの 三者がHb

生成作 用著明で,ヴ ァリンが之に次ぎ,他 の

者はHb生 成作用がな く,特 に メチオニ ンは

赤白両血球系共に抑制的に作用す る.白 血球

系細胞 に対 しては ヒスチヂ ン,チ ステ インが

やや増血作 用を有す.

尚,近 時Radin29), Rittenberg29)等 に よ り, 

Isotopeを 使 用 し て 実 験 が 行 わ れHemeは グ

リチ ン とAcetateか ら な る こ とが 知 られ て お

り,一 方 フ ェニ ー ル ア ラ ニ ン,ヒ ス チ ヂ ン,

ト リプ トフ ァ ー ン,ヴ ァ リ ン等 のHb生 成 作

用 の強 いア ミノ酸 は,何 れ もHeme及 び

Globinの 主要構成 ア ミノ酸では無い点 より,

之等 ア ミノ酸がHb生 成を促すのは,必 ずし

もHb構 成体 として用い られ る為ではな くて,

寧 ろHb合 成に対す る触媒的作 用に基 くもの

と考え るのが妥当であろ う.

5. 結 論

家兎骨髄 体外液体培養に及ぼす各種 ア ミノ

酸の影響を観察 した.或 種 ア ミノ酸は赤血球

増血作用を有 し,そ の作 用は主にHb生 成作

用であ る.而 して このHb生 成促進は必ず し

もHb構 成員 としてア ミノ酸 が用いられる為

ではな く, Hb合 成促進因子 としての触媒的作

用に基 くもの と考え られ る.即 ち,フ ェニー

ルア ラニ ン,ト リプ トフ ァー ン,ヒ スチヂン

はHb生 成促進作用が著明であ り,ヴ ァリン

が 之に次 ぐ,チ ステ イン,ロ イチン,イ ソロ

イチ ン,パ ニールチン,ミ ノファーゲ ンCで

はHb生 成が認められ な い.メ チオニ ン も

Hb生 成作用のみ られない事は無論 であ るが,

更に骨髄 増生に対 して抑制的作用が認め られ

た.

擱筆するに臨み,終 始御懇篤なる御指導を賜つた

恩師平木敎授 並に大藤助敎 授に深甚なる謝意を表す

る.
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Ⅱ. The influences of aminoacids

Some aminoacids could accelerate erythropoiesis of the bone marrow, especially the syn

thesis of hemoglobin. But aminoacids are not used as the components of hemoglobin, but they 

play a roll as the hemoglobinsynthesis accelerating factor. And the acceleration of hemoglo

binsynthesis was extreme by addition of phenylalanine, tryptophane, histidine or valine. 

Cysteine, leucine, isoleucine, methionine, Paniltin or Minophagen C showed no effects.


